
第２章　統計データでみる福島県経済

（１）　景気動向指数

福島県景気動向指数（ＤＩ）には、景気に先行して動く「先行指数」、ほぼ一致して

動く「一致指数」、遅れて動く「遅行指数」の３系列がある。

平成１７年の「一致指数」の動きをみると、平成１４年１月を谷としたバブル崩壊後３回

目の景気回復局面を持続している（図６９）。

景気動向の大きさやテンポ（量感）を表す福島県景気総合指数（ＣＩ）の一致指数をみ

ると、平成１３年は大きく低下する動きが続いていたが、平成１４年に入り上昇し、平成

１７年も上昇傾向で推移した（図７０）。

【景気動向指数（ＤＩ）】

景気動向指数は、経済活動における重要かつ景気に敏感な指標の動きを統合すること

によりＤＩ（ﾃﾞｨﾌｭｰｼﾞｮﾝ・ｲﾝﾃﾞｯｸｽ）として表示し、景気局面の判断、予測と景気転換点（景気

の山・谷）の判定などに用いられている指標です。ＤＩは先行・一致・遅行の３系列があり、

各月の値に季節調整等を行い、３か月前の値と比較し、増加したときには「＋」を、保合い

のときには「０」を、減少したときには「－」をつけ、変化方向表を作成し、系列ごとに採用系

列数に占める拡張系列数（＋の数）の割合（％）を指数で表したものです。

また、景気総合指数（ＣＩ=Composite Indexes）は、景気に敏感な指標の量的な動きを合

成した指標であり、景気の波をそのまま視覚的に表し、方向感だけでなくスピード感や強さ

も表したものです。
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９　景気動向指数

【　景気動向指数（ＤＩ）の推移　】

（資料：福島県情報統計領域「福島県景気動向指数」より作成）

図６９　福島県累積景気動向指数

２
（シャドウの部分は福島県経済の景気後退期を示している）
（比較のため、先行指数に＋２０００加算している）
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備考　１

【　景気総合指数（ＣＩ）の推移　】

図７０　福島県景気総合指数

（資料：福島県情報統計領域「福島県景気動向指数」より作成）

備考　１ （シャドウの部分は福島県経済の景気後退期を示している）
（平成１２＝１００）２
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◆　指標は、Ｐ.８９に掲載
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